















































































この集は中国の番目録に見えないが、 iヨ本の書 l~ 録の中では、『見在書目 J























































C 18 J 
く、まさに『見在番目』に著録されている WJtlj天大型皇后集Jではあるまし、かー
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(6) !f正倉院文書j合遺~ (1主i立歴史民俗博物館編集、使利虫、平成4~!三 4 月〉所)1又。





~o) 一説宝亀元年 (770)、又はi司四年 (773)。
~1) U司王朝高僧伝』巻問、『東大寺要録』第一・二・ !ι! ・五・七・ í\参Jlr.~，。良排のことに
ついては、向島J;X:美氏の街!教示をいただし、た。
~2) !Iあlt高僧(云』巻八『慈遠伝lに、 rCI~f3皇〉七年春、主t定ナ1'1 0 ・…・・尋下璽書j投勤m:話、
辞又不免、使達西京。於!時制j召大徳六人、遠其一会Jといい、同伝巻三『慈、浄{去jに、
1時為三J自:官寮上下成集延興、京波大徳競際言論Jとし、うのはその例であるO

















































9 (1) 締;初日 2月末〈厳守すること〉
く審査〉
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